
南海トラフ
巨大地震に備えて

地方整備局は、国、消防、警察、自衛隊、海上保安庁、地方公共団体、医療機関などの関係機関が相互に
協力して迅速な応急対策、円滑な復旧活動を行うために、複数の道路管理者・河川管理者等の間における調
整により、以下の対策等に取り組みます。

南海トラフ
巨大地震に備えて

「大きな被害を想定」

津波発生と伝播のしくみ

出典：気象庁ホームページ

田老町漁業協同組合提供資料より

防波堤を越えた津波の状況・岩手県宮古市（旧田老町）

出典：平成 24 年 8 月 29 日中央防災会議「南海トラフ巨大地震の被害想定に
ついて（第一次報告）」から部分抽出

津波は、海底から海面まで全てが移動する大変スピードのある、エネルギーの大きな波です。 津波の高さが
高くなるにつれ、海水の横方向（津波の進行方向）の動きも大きくなってきます。海水の横方向の動きが大き
くなってくると、20～30cmの水深の浅いところでも立っていることが困難になります。
気象庁では、津波の高さが50cmを超えると予測される場合には、津波注意報を発表することにしています。
津波の高さが１ｍ程度を超えると予測される場合には津波警報（津波）が、さらに３ｍ程度を超えると予測さ
れる場合には津波警報（大津波）が発表されます。

津波には命の危険がひそむ。
50cmの高さでも

地震により海底・海面が
隆起・沈降

海面変動が大きな波となり
四方八方へ伝播→沿岸へ来襲

地震発生

津波に巻き込まれた場合の死者率
浸水深 30cm以上で死者が発生し始め、浸水深 1m
では津波に巻き込まれた人のすべてが死亡すると仮
定した関数。
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■内閣府が設定した浸水深別の死者率関数
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